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緒 言

テ ン トウ ム シ ーHα潮o漁 α耀 併蒲8Pallasの 翅 鞘 斑 紋 は野 生 状 態 に於 て も極 めて 攣

異 に富 んで ゐ る。 著 者 は:第II報(1936)に 於 て野 外 に最 も普 通 に見 られ る型 帥 ち著1

者 のs型,A型2),S型,AS型,C型 及 び.AC型 と名 づ け た もの相 互 間 の遺 傳 關 係 を

明 に して報 告 した。

本 文 に於 て は,既 報 のs型,.A型,S型 及 びC型 に更:にF型(!o吻 ～ぜZα)2),ムF型,

SF型,CF型,T型@α"8rθ 面 プα8磁)3),AT型 及 びFT型 を加 へ,以 上11型 相 互

間 の遺 傳 關 係 に就V・て報 告 し よ う と思 ふ 。

本 論 丈 を草 す るに當 り御 懇 篤 な る御 指導 と御 校 閲 を賜 つ た 恩 師 駒 井 卓 先 生 並 び に爲

眞 撮 影 の勢 を執 られ た る宮 坂 邦 典 氏 に 封 し篤 く感 謝 の 意 を表 す。 猫 本 研 究 の爲 に研 究

補 助 費 を賜 つ た 日本 學 術 振 興 會 に封 して も併 せ て謝 意 を表 す る。

翅 鞘 斑 紋 の 記 載

本 實 験 中で 取 扱 つ た斑 紋 型 に就 い て次 に記 載 す る。

s型 第II報(:Fig.1,a,b,c)参 照

A型 第II報(:Fig.1,d,e)参 照

S型 第II報(:Fig.1,f,9)参 照

C型 第II報(:Fig.1,」,k)参 照

F型(∫oげc漁)(Fig.1,a,b)黒 地 に前後 の2紅 紋 を有す るもので,前 紋 は甚だ大 に してS

型 の前紋 にA型 の前 内紋 及び前外紋 が合着 した形 である。 中には前 内紋,前 外紋 の一方或 は爾

方が分離 してゐるもの又 は紋 内に1小 黒黙 を有す るもの等が ある。後紋 の位置,形 状 はS型 の後

紋 と略 同様 であ るが,中 にはA型 の後紋 に近 き形状を呈す るものもある。

1)第II報 に於 て 側1ε0α と記載せ るは αal〃rεdi8の誤 りな りし故藪に訂正す0

2、 駒井教授の命名 によ る竜のに して,1936年7月25日 東京 に於て雄を1頭 探 集(著 者探集)。

3)1933年9月16日,東 京に於 て雄 を1頭 探集(著 者探 集)o



1939年6月 星 野:テ ン ト ウ ム シ の 遣 傳III ]29

AF型(Fig.1,c)黒 地に6紅

紋を有す るもので,各 紋 の位置 は

A型 と同様で あるが,紋 の大 さは

A型 に比す る と一般 に小で ある。

之等6紅 紋 の中,前 中紋は特 に大

で,中 内紋及び後紋 は特 に小 であ

るo

S:F型(Fig.1,d)黒 地 に前後

の2紅 紋を有す るもので,爾 紋 の

位 置はS型 と同様 であ る。前紋 の

形状 は略楕圓形を呈 し,S型 と非

常に類似 して ゐるが,紋 の上部外

側近 くに攣入部が ある事で匠別 し

得 る。 中には後部 の外側近 くが幾

分轡入 して ゐるものもある。後紋

の形状はs型 と同檬 。

CF型(Fig.1,e)黒 地 に1紅

紋を有す るもので,紋 の位置,形

状 はS:F型 の前紋 と略同様 である

が,紋 の下部 中央が幾分突 出 して

ゐるもの多 し。

丁型 伽 備 襯8蜘8磁)(玉 「ig・

1,a,9)C型 の紅紋部 が籏大 して,

翅鞘 の内縁及び外縁近 くまで,叉

は縁まで達 して ゐるもの,中 には紋 内に1個 乃至3個 の黒黙(s型 の2列 目の黒黙に相當す る)

あ るもの,或 は黒黙が大 とな り互 に連結 して ゐるもの等が ある。

AT型(Fig.1,h)黒 地 に5紅 紋 を有す るもので,各 紋 の位置 はA型 の前 内,前 中,前 外,

中内及び中外 の5紅 紋 と等 しいが,紋 の大 さはA型 に比す る と一般 に小で ある。 中で も前 中紋

は特 に大で,前 内紋は特に小で ある。

FT型(Fig.1,i)黒 地 に1紅 紋 を有す るもので,紋 の位置 はC型 と同様 であ るが,形 状 を

異にす。師ち紋の内側の上端 に細い牛島状 の突出部が ある。中には牛島 の先端 のみ を残 して基部

が黒 化 してゐ るもの,或 は全部 が消失 して ゐるもの等 もある。叉紋 の上部外側近 くに攣入部が あ

り,下 部 中央が幾分突出 して ゐる。

交 配 實 験

:F型 同士:Table1に 示 す 如 くF型 同 士 の 交 配 か らは,F型 とs型 と を凡 そ3:1

の比 に 出 した ○

:F型 封s型:Table2,3に 示 す如 く,F型 とs型 との交 配 はF型 の み を出 す場

a, h,

       Fig. 1. 

(F type) . C, 
f, g, (T type) .

The elytral color patterns. 

(AF type). d, (SF type). e, (CF type). 
 h, (AT type). i, (FT type).
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合(Table2)とF型 とs型 と を凡 そ

1:1の 比 に 出す 場 合(Table3)と が あ

るo

從 つ て:F型 はs型 に封 し優 性 に して,

爾 型 は 軍 性 雑 種 として 遺 傳 す る 事 が わ

か る。

A型 劃:F型:A型 とF型 との交 配 に 於 て,爾 型 と もs型 に封 して ヘテ ・接 合 禮

の場 合 に はTable4に 示 す如 く,A型,AF型,F型 及 びs型 を略 同 歎 つ つ 出 す。

A:F型 封s型:A型 封F型 の 交 配 か ら得 たAF型 とs型 とを交 配 し:たと こ ろ,

Table5に 示 す 如 く,A型 と:F型 と を凡 そ1:1の 比 に 出 した 。

從 つ てA型 とF型 と は軍 性 雑 種 を な し,爾 型 の 中 間 雑種 としてAF型 が 存在 す る

事 を知 る。

S型 射:F型:S型 とF型 との 交 配 に於 て,爾 型 と もs型 に封 して ヘ テ ロ接 合 禮

の場 合 に はTable6に 示 す 如 く,S型,SF型,F型 及 びs型 を略 同 数 つ つ 出 し,S型

が ヘ テ ロ接 合 燈 でF型 が ホ モ接 合 禮 の場 合 に はTable7に 示 す如 く,SF型 と:F型

と を凡 そ1:1の 比 に 出 す 。

Table 1 F type x F type (PFp x PFp) Table 2 F type x s type (PFPF x pp)

Table 3 F type x s type (PFp x pp)
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Table4AtypexFtype(PApxPFp)

131

Table5AFtypexstype(PAPA'xpp)

Table6Stype×Ftype(1).slρ ×1)∬Z))
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Table7stypexFtype(PspxPFPF)
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SF型 同士:S型 封F型 の 交 配 か ら得 たSF型 同士 を交 配 した と ころ,Table8

に 示 す如 く,S型,SF型 及 びF型 の3型 を凡 そ1:2:1の 比 に 出 した。

Table8SFtype×SFtype(jP8PF×P8PF)

從 つ てS型 とF型 とは軍 性 雑 種 をな し,爾 型 の 中間 雑種 としてSF型 が 存在 す る

事 を知 る。

C型 封:F型:C型 とF型 との交 配 に 於 て,爾 型 と もs型 に封 して ヘ テ ・接 合 禮

の場 合 に はTable9に 示 す 如 く,C型,CF型,:F型 及 びs型 を略 同歎 づ 玉出 し:た。

C:F型 封s型:C型 封F型 の 交 配 か ら得 たC:F型 とs型 とを交 配 した と ころ,

Table10に 示 す 如 く,C型 とF型 と を凡 そ1:1の 比 に出 した 。

從 つ てC型 とF型 とは軍 性 雑 種 をな し,爾 型 の 中間 雑 種 と してCF型 が 存在 す る

事 を知 る。

T型 同士:Table11に 示 す 丁 型 同 士 の 交 配 か らは,T型 とs型 と を凡 そ3:1の

比 に 出 した 。

丁 型 射s型:Table12に 示 す 丁型 封s型 の交 配 か らは,丁 型 とs型 と を1:1の

比 に 出 した 。
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Table9Ctype×Ftype(1)σP×1)FP)
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Table10CFtypexstype(PrPFxpp)

從 つ て 丁 型 はs型 に封 し優性 に して,爾 型 は 則生雑 種 と して 遺 傳 す る事 が わか る。

A型 封 丁 型:A型 とT型 との交 配 に於 て 爾 型 ともs型 に封 して ヘ テ ・接 合 膿

の場 合 に は,Table13に 示 す 如 く,A型,A7型,丁 型 及 びs型 を略 同歎 つ つ 出 し・

A型 が ホモ接 合 禮 でT型 が ヘ テ ロ接 合 膿 の場}に は,Table14に 示 す 如 く,A型 と

AT型 とを凡 そ1:1の 比 に出 した 。

AT型 封s型:A型 封T型 の交 配 か ら礁 たAT型 とs型 と を交 配 した と ころ・

Table15に 示 す如 く,A型 と 丁 型 と を1:1の 比 に 出 した 。

從 つ てA型 と 丁 型 とは輩 性 雑 種 をな し,爾 型 の 中 間 雑種 と してAT型 が 存 在 す る

:事を知 る 。
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TablellTtypexTtype(PTpxPTp)
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Table12'rtypexstype(PTpxpp)

Table13

O

Atype×TtyDe(P'9pxPTp)
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Table14Atype×Ttype(PIP4×PTp)
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Tablel5ATtype×stype(1)且1)T×pp)

S型 劃 丁 型:S型 と 丁 型 との 交 配 に於 て,爾 型 と もs型 に封 して ヘ テ ロ接 合 膿

の場 合 に はTable16に 示 す 如 く,S型,C型,丁 型 及 びs型 を略 同 籔 づ ＼出 す 。

Table16Stype×Ttype(P8p×PTp)

C型 劃s型:S型 封 丁 型 の 交 配 か ら得 たC型 とs型 と を交 配 した と ころ,Table

17に 示 す 如 く,S型 とT型 と を凡 そ1:1の 比 に 出 した 。
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從 つ てS型 とT型 と は輩 性 雑 種 をな し,爾 型 の 中間 雑 種 はC型 な る事 を知 る。

C型 劃 丁 型:C型 とT型 との交 配 に於 て,爾 型 と もs型 に封 して ヘ テ ・接 合 膿

の場 合 に はTable18に 示 す 如 く,C型,T型 及 びs型 を凡 そ2:1:1の 比 に 出 す 。

■1■

C型 劃s型:C型 封 丁型 の 交 配 か ら得 たC型 とs型 と を交 配 した と ころ,Table

19に 示 す如 く,C型 とT型 と を凡 そ1:1の 比 に 出 した。

Table 17 C type x s type (PSPT x pp )

Table 18 C type x T type (P°p x PT p)

Table 1'9 C type x s type (PapT x pp)
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從 つ てC型 はT型 に封 し優 性 に して,爾 型 は輩性 雑 種 と して 遺傳 す る事 が わ か る。

:F型 劃 丁 型:F型 とT型 との交 配 に於 て,爾 型 と もs型 に封 して ヘ テ ・接 合 膿

の場 合 に はTable20に 示 す如 く,:F型,FT型 ・丁 型 及 びs型 を略 同歎 づ Σ出す 。

:FT型 封s型:F型 封 丁 型 の交 配 か ら得 たFT型 とs型 と を交 配 した と ころ

Table21に 示 す如 く,F型 とT型 と を凡 そ1:1の 比 に 出 した 。

從つて:F型 とT型 とは軍性雑種 をなし,爾 型の中間雑種 として:FT型 が存在する

:事を知る、

考 察

上述 の 實験 結果 に よ り,次 の 事 を知 り得 た,,

1.s型,A型,S型,C型,F型 及 びT型 は互 ひ に輩 性 雑 種 をなす 。

Table20FtypexTtype(PFpxPTp)

Table21FTtypexstype(PFPTxpp)
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2.F型 及 び 丁 型 はs型 に封 し何 れ も優性 で あ る。

3.AF型 はA型 とF型 との 中間 雑 種 で あ る,,

4・S:F型 はS型 とF型 との 中 間 雑 種 で あ る。

5.C:F型 はC型 とF型 との 中間 雑 種 で あ る。

6.AT型 はA型 と 丁 型 との 中聞 雑 種 で あ る,,

7.:FT型 はF型 とT型 との 中間 雑 種 で あ る。

8.S型 と 丁型 との 中聞 雑 種 及 びC型 とT型 との 中間 雑種 は 外見 上C型 と匠 別 出

來 す 。 帥 ち 丁 型 はC型 に封 して 劣 性 で あ る。

今F型 及 び 丁 型 に封 し,夫 々P∬ 及 びP7な る因 子 符 號 を與 へ る とす れ ば,次 の

6因 子 は複 封 因 子系 を構 成 し,普 通染 色燈 上 に存 在 す る,、

p-s型 因子(第II報 で報告)Pc-C型 因子(第II報 で報告)

P4-A型 因子(同 上)PF一:F型 因子

一pg-s型 因子(同 上)PT-丁 型 因子

從 つ て表 現 型F型,AF型,S:F型,C:F型,丁 型,AT型,C型 及 び:FT型 の各 塑 に

封 す る遺 傳 型 は次の 如 くに な る。
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Dobzhansky, Th. 1924. Die geographisehe and individuelle Variabilitat von Harinonia 
     axyridis Pall. in ihren Weehselbeziehmigen. Biol. Zbl. 44: 401-421. 

  f 1936. 5 / 1• .G J Harmonia axyridis Pallas ( II t). 
     12: 307-320. 

                         Resume 

   In this report two comparatively rare pattern types: F (f or ficala, new name 

proposed by Prof. T. Komai) (Fig. 1-a, b) and T (transrersi fascia) (Fig. 1-f, g) are 
dealt with. Each of these is due to a factor (P~= f actor for F, PT = f actor for T ) 
which belongs to the same allelomorphie series as C (canspicua), S (spectabilis), 
A (axyridis, erroneously put a s a n l i ca in my last report) and s (succinea) and 
behaves as a dominant to s. 

   The heterozygotes AF (PdpF) (Fig. 1-c), SF (PP) (Fig. 1-d), CF (P`PF) (Fig. 
1-e), AT (PAPT) (Fig. 1-h) and FT (P'PT) (Fig. 1-i) can be distinguished as such 
from homozygotes; ST (P8PT) and CT (PCPT ), however, can not be separated from 
C.


